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遊星　界 （1月）

　水星　山羊座の酉端から東進し，5rlには留となり，月末まで西進し，2研1

には射手座の東北部で再び溜となる．帥ち，年頭の夕室に見えるだけ．その

頃の光度一〇．1等．

　金星　去年冬から夕の四室に親しまれてみるL育の明星一｝である．山羊座の

東部から春分黒占の近くまで東進をつY“ける，地球に段々接近して來るので，

光度も増し，月末には・一4．0等として輝く．

　火星　曉の星であるが，2時頃には東に昇るやうになった．乙女座の東部

にあって，その赤色をスピカの青自色と競ぴつ＼，東進して天秤座に人る．

光度も張くなって，月末には標準1等基

　木星　去年末太陽と會合の位置になったので，常分観望不能位置は射手

座．

　土星　まだ育星として，鉢巻を忘れた愛嬌をふりまいてみる．水晶座の東

端にあって動かない．金星が高くなるにつけ，24「1には爾星が接近する．光

度十1．4等．淋しい水瓶座を賑はしてみる．

　天王星　育の星．位置は羊座の南部．6等星．

　海王星　獅子座の東部にあり，夜詰に昇る．光度8等級

　冥薫星蟹座の西端に，悠久な運行をつ9’けてるる．光度15等級

　　　　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×

　星慶室氣も凍るやうな三冬の室の美槻！1星を畳えるのは憂の夕涼に限

ったことではない，外套と襟巻に身仕度よろしく，大宇宙を仰ぐ心地は星を

知る者のみに許された特構である．

　春分黙を守るペガソス，水瓶，鯨，魚の諸星座が或は逝き，或は老を告げ

ると，ブ．レヤデスを天頂に持って，三角，羊の愛らしV・星座から，オリオン，

駅者，双子，大犬，小犬の諸星庫が天上に齪舞してみる．それ等を貰流する

銀河も夏の七夕の1・マンスと垂く異った雄大な詩趣を與へてくれる．内地で

カノ1プスに接するのもこの頃で，あれよあれよといふうちに北斗七星はも

う高くのぼってみる．盛なる哉1！（淡翠山人記）


